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「熊本の学び」研究指定校が研究発表会を行いました
～子供が問いを発し、課題に主体的に立ち向かい、学びを深める授業へ～

「熊本の学び」の理念の実現に向けて、令和２年度から３校が研究に取り組んでいます。１１月～１２月にかけて
行われた発表会では、先生方の熱心な指導のもと、子供たちが生き生きと学びに向かう姿が見られました。

「自ら『学び続ける力』の育成」をテー
マに研究に取り組みました。理科の授業
では、力の合成と分解に関する課題につ
いて解決の方法を予想することで、探究
する意欲を高め、実験等で協働して解決
に取り組む姿が見られました。

「『学びに向かう力』を備えた子供の育
成」をテーマに研究に取り組みました。
英語の授業では、タブレットを使って人
気のある人物などを紹介したり、動画に
撮って説明を確認したりしながら、分かり
やすく伝えようとする姿が見られました。

教育活動全体を通じて、「解決する
力」「見つめる力」「計画する力」「つな
がる力」の４つの資質・能力の育成に取
り組みました。学級活動の授業では、積
極的な話合いによる合意形成、意思決
定を行う姿が見られました。

※【「熊本の学び」の理念】熊本のすべての子供たちが、「学ぶ意味」を問いながら、「能動的に学び続ける力」を身に付けることを目指します。
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幼・保等、小、中連携セミナー

県では、「第３期くまもと『夢への架け橋』教育プラン」及び「第２期くまもと子ども・子育てプラン」に基
づき、毎年、認定こども園・幼稚園・保育所等、小学校、中学校等の関係者が一堂に会し、教育についてのお互
いの役割を理解し合う研修を実施しています。
研修では、幼児の具体的な事例を通して「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の共有し、幼児期に身に付

けた主体性を小学校以降の教育へ繋げるため、校種ごとの役割を考える演習を行っています。

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（１０の姿）とは・・・
幼児期にふさわしい遊びや生活を積み重ねることにより、育みたい資質・能力が育まれている幼児の具体的な姿

参加者
の感想

・遊びを通した学びの中に、小、中へのつながりの土台があることが分かった。
・子供の主体性をつなげていくという意識をもつことが、小、中学校の教職員に求められ
ているということを受け止め、改めて幼・保等、小、中連携の大切さを感じた。

協同性
道徳性・

規範意識の芽生え
社会生活との関わり自立心健康な心と体

数量や図形、標識や文字
などへの関心・感覚

言葉による伝え合い 豊かな感性と表現
自然との関わり・
生命尊重

思考力の芽生え

幼児の事例を
読み、「１０の姿」
とのつながりにつ
いて考え、意見を
共有し、気付きを
出し合っています。

幼児期の学びや
育ちをつなげていく
ために、幼・保等、小
学校、中学校等で
できることについて
話し合い、発表して
います。


